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１．�ケアマネジメントの原点とは
何か

ここでは、まず、介護支援専門員が
行うケアマネジメントとは、もともと、どの
ような仕事として成立したのかのお話を
します。古い話にはなりますが、介護支
援専門員のルーツとなりますので、少し
お付き合い下さい。

イギリスのケアマネジメントに関する
重要な文献の1つの筆者であるモックス
レイ（Moxley , 1989）は、ケアマネジ
メントについて、次のように書いていま
す。ケアマネジメントにおいては、サービ
ス利用者（原典では、「クライエント」以
下、「利用者」）の視点を尊重しながら、
さまざまなサービスを調整し、利用者が
さまざまな機会や利益を確保していける
ように支援していくことが重要と述べて
います。

このころ、誰の視点でサービス調整を
行うのかがケアマネジメントでの論点の
１つとなっていました。そして、ケアマネ
ジメントにおける視点には、２つの視点
があると言われていました。１つの視点
は、サービス提供者（専門職）の視点
であり、もう１つが利用者の視点です。
ケアマネジメントが始まった初期の段階

（アメリカにおける1970年代）において
は、専門職の視点でケアマネジメントを

行うことが重要とされていました。
しかし、アメリカやイギリスにおいて、

1980年代後半から、ストレングスやエン
パワメントなどの議論が盛んになり、利
用者や家族の視点を尊重していくこと
がケアマネジメントの重要な課題となり、
現在に至っています。私は、折衷的な
立場を取り、両者の視点をバランスよく
取り入れ、利用者や家族が納得できる
生活を営むことができるように支援を
行っていくことがケアマネジメントの原点
と考えています。

ケアマネジメントについての一般的な
定義は、「介護および医療サービスなど
を利用者の生活ニーズにあわせて調整
するための実践活動」となります。しか
し、この定義は、日本の熟練した介護
支援専門員の実践活動を反映した定
義とはなっていません。また、日本での
ケアマネジメントは、用語発祥の地であ
るイギリスにおける原義から変化して、
日本の中で培われてきた内容になりつ
つあると私は感じています。

日本の熟練したケアマネジャーの実
践活動を反映した内容とするためには、

「ケアをマネジメントする」という原義で
はなく、「ケア」と「マネジメント」を行う
ことが日本におけるケアマネジメントでは
ないかと思っています。
「ケア」と「マネジメント」を行うケア

利用者の幸せを叶えるようサポートをするケアマネジャー。多忙

を極め、この素晴らしい役割を実感する機会が少ないのが現

実かもしれない。そこで、ケアマネジメント研究の第一人者の1人で

ある岡田進一氏とともに、改めてケアマネジャーの価値と未来を見

つめてみたい。
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